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         ＮＰＯ放送批評懇談会（担当：中島／福島） 

Tel.03-5379-5521 Fax.03-5379-5510 

                                                

放送批評懇談会 50 周年 取材・報道のお願い 

 

平素より当会にはご理解、ご支援を賜り、ありがたく御礼申しあげます。 

 

放送批評懇談会は 1963年の発足以来、評論家、ジャーナリスト、マスコミ研究者などを正会員に、放

送批評専門誌『ＧＡＬＡＣ／ぎゃらく』発行、優れた番組・ＣＭを顕彰する「ギャラクシー賞」の運営

などを行ってまいりました 

 

当会はことし 2013年、創立 50周年を迎えます。これも関係各位のご理解とご支援の賜物と、厚く御

礼申しあげます。 

 

創立 50周年を記念して、当会では様々な記念事業を進めております。 

当会の 50周年について、ご取材、ご紹介をお願い申しあげます。 

 

 

放送批評懇談会 50 周年記念事業 

 

１．放送批評懇談会 50周年記念式典 

２．放送批評懇談会 50周年記念賞 

３．50周年記念出版「放送批評の 50年」 

４．ギャラクシー賞トロフィー「バードマン」 

５．ギャラクシー賞データベース 

６．記念イベント「ギャラクシー賞が見つめたテレビ、ラジオ、ＣＭ」 

 

 

 

本件担当＝中島好登
こ と

ＮＰＯ／特定非営利活動法人 放送批評懇談会 

、福島美子 

〒160-0022新宿区新宿 5-10-14中村ﾋﾞﾙ 2F Tel.03-5379-5521 Fax.03-5379-5510 kondankai@houkon.jp http://www.houkon.jp
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放送批評懇談会 50 周年記念式典 
2013 年 6 月 3 日（月曜日） 

ウェスティンホテル東京「スタールーム」 

14:00～16:00（取材受付 12:30、取材開場 13:00） 

 

 

放送批評懇談会の歴史を一挙紹介！ 

1963 年 4 月設立の放送批評懇談会。内村直也、渋沢秀雄、梅田晴夫ら当時の演劇人、文化人、文筆家たち

が、テレビ番組、ラジオ番組の可能性に心を弾ませ、放送批評懇談会は誕生した。50年の歴史を映像で紹介。 

 

久米宏がテレビ、ラジオを語る！ 

50 周年の記念公演には久米宏さんを迎える。稀代のラジオパーソナリティ、テレビ司会者である久米宏さ

ん。ＴＢＳアナウンサー時代には、「料理天国」「ピッたしカン・カン」「ザ・ベストテン」で国民的人気を博

し、「土曜ラジオワイド東京」ではラジオのしゃべりの真骨頂を極めた。フリーに転じては、「久米宏のＴＶ

スクランブル」で情報・報道番組の新機軸を打ち立て、「ニュースステーション」で日本のニュース番組を変

革。テレビの申し子、ラジオの申し子ともいえる久米宏さんが、今、放送人としての歴史を語る。、 

 

50周年記念賞の贈賞！ 

 テレビ、ラジオの 50年を見つめ、放送批評懇談会が選びだした 5本が、この日贈賞されます。 

 

 

式次第 

14:00 来賓ご祝辞 

14:15 放送批評懇談会の歴史 

14:30 記念講演 久米宏「ラジオとテレビと格闘した 46年。ほぼ 50年です。」 

15:30 放送批評懇談会 50周年記念賞贈賞 

16:00 終了 

 

★「50周年記念式典」にひきつづき、「第 50回ギャラクシー賞贈賞式」も同ホテルで執り行います。 

 

16:30 第 50回ギャラクシー賞贈賞式 

18:30 懇親会 

 

★「第 50回ギャラクシー賞贈賞式」については、改めてご案内します。 
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放送批評懇談会 50 周年記念式典 
2013 年 6 月 3 日（月曜日） 

ウェスティンホテル東京「スタールーム」 

14:00～16:00（取材受付 12:30、取材開場 13:00） 

 

 

取材要領 

■50周年式典取材をご希望の方は、申込書に必要事項をお書き込みのうえ、ファクスでお申し込みくだ

さい。事前にお申込のない取材はお受けできません。 

■スペースの都合により 1紙／誌につき 1人（カメラ別）、1番組につき 1クルーでお願いします。 

■撮影希望者（スチール、ムービーとも）は、12:30までに取材受付にご集合ください。（カメラ位置は

抽選で決定。ただし申込多数の場合は、抽選によって会場にお入りいただけない場合があります。ご了

承ください。） 

 

 

送信先 Fax.03-5379-5510 

放送批評懇談会 50周年記念式典：取材申込書 

 

放送批評懇談会 50周年記念式典の取材を申し込みます。 

 

 

会社名 

 

媒体名／番組名 

 

住所 〒 

 

担当者 

 

Tel. 

 

Email 

 

Fax. 

 

取材人数 

スチールカメラ  あり なし 

テレビカメラ   あり なし 



 
ASSOCIATION OF BROADCAST CRITICS 放 送 批 評 懇 談 会 ／ 創 立 50 周 年 プ レ ス リ リ ー ス PRESS RELEASE 2013/4/22 

 4  

 

 

放送批評懇談会 50 周年記念賞 
■審査委員会■ 

委員長  藤田真文 

委員   音 好宏、橋本 隆、上滝徹也、小田桐 誠 

 

 

 

１．50周年記念賞制定の趣旨 

放送批評懇談会 50周年を記念し、この半世紀の放送界に多大なる貢献があった人物、番組、組織を選

定し顕彰することにいたしました。選定の視点として、単に過去に輝かしい業績があったというだけで

はなく、その存在が放送の未来像をも示唆している点を評価しました。 

 

 

 

２．受賞者・受賞作品 

「おかあさんといっしょ」 

1959年に放送を開始し現在も続く同番組は、日本の幼児教育に大きな役割を果たしてきた。歌のお兄さ

ん・お姉さんや歴代キャラクターなどの出演者は、各時代の子どもたちの記憶に深く刻み込まれている。 

 

山田太一 

「男たちの旅路」「岸辺のアルバム」「早春スケッチブッック」「ふぞろいの林檎たち」など数々の名作を

世に送り出した。市井の人々の日常を時代の現実に即して描く作風は、現在の連続ドラマの基礎を作っ

たと言える。 

 

久米 宏 

「ザ・ベストテン」「久米宏のＴＶスクランブル」「ニュース・ステーション」など、テレビの歴史を画

す番組の司会、キャスターを務めてきた。また、近年パーソナリティとしてラジオへの貢献も大である。 

 

「ＮＮＮドキュメント」 

1970年に放送を開始した同番組は、戦争、福祉、地方政治など広範な分野で日本社会への問題提起を続

けてきた。系列の地方局に貴重な全国発信の機会を提供し、地域の番組制作者の育成にも寄与している。 

 

テレビマンユニオン 

日本初の独立系プロダクションとして、斬新な番組作りで実践面だけでなく理論面でも放送界をリード

してきた。放送局との業務関係のあり方、ユニオンという組織形態など制作会社の地位確立の試みも評

価に値する。 

 

（文責：藤田真文）
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50 周年記念出版「放送批評の 50 年」 

 
堂々960 ページ、 

5 月中旬に刊行予定！ 

 

 放送批評懇談会の 50周年記念にあたり、当会の批評活動の足跡をたどるべく編集中なのが、５月中旬

刊行予定の「放送批評の 50年」です。 

1967年創刊の月刊誌「放送批評」（のちに現在の「ＧＡＬＡＣ」に改称）に掲載されてきた記事の数々

を再録したもので、それぞれの「時代」を映し出してきたこれらの論考は、当会のみならず放送界の歴

史的財産でもあるとの自負のもと、50周年記念事業の一環として編纂いたしました。 

  

編集作業は、まず「ＧＡＬＡＣ」の歴代編集長や理事経験者など 10名を選定委員とし、10年で 20本

を目安に記事を選ぶところから始まりました。 

選定の基準は「現在の読者が読んでも色褪せることのない、放送の未来を示唆する記事」です。ただ、

これは単純に見積もっても年間 100本以上の記事から 2本を選ぶことになり、結果として、名だたる放

送批評の先達たちの論考を数多く落とすことにもつながりました。まさに胃の痛くなるような過程を経

て、ようやく 100本の記事が再録される運びとなりました。 

  

本書の編集を通じてあらためて実感したのは、「多様な人々が集い、放送について侃々諤々の議論をた

たかわせてきたところに、放送批評懇談会の力の源がある」ということです。 

刊行後は、ひとりでも多くの読者に本書を手にしていただき、そのエネルギーを感じていただきたい

と思います。そして、これからの放送批評の可能性について考えるきっかけを発見していただきたいと

考えます。ときには嘆き、怒ることも含めて、「放送」に熱くコミットしていった先達たちの論考には、

「放送の未来を示唆する」ものが、ふんだんに散りばめられています。 

 

 

*体裁    Ａ5判、二段組、960ページ 

*発行    学文社 

*刊行予定  5月中旬 

 

*放送批評懇談会 50周年記念品として関係者に無料頒布予定（一部、出版社を通じて書店売り） 
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ギャラクシー賞トロフィー「バードマン」 

 
松永真デザインの「バードマン」、 

ギャラクシー賞のトロフィーに！ 

 

ギャラクシー賞が「第 50回」という大きな節目を迎えるにあたって、このたび、その象徴たるトロフ

ィーも一新！ ガラス製だったこれまでのトロフィーとは趣きを異にした、新しいデザインでお目見え

することになりました。 

 

デザインを手がけたのは、日本を代表するグラフィックデザイナーのひとり、「松永真」氏。このたび

新しいトロフィーとして登場するのは、「バードマン」と名づけられたメタリックな作品です。トロフィ

ーの既成概念を打ち砕くインパクトのあるフォルムはもちろんのこと、そのコンセプトもまた、ギャラ

クシー賞にふさわしい豊かな意味合いをもつことにご注目ください。 

 

「バードマン」は「空飛ぶ人」。遮るもののない広大な空を悠々と飛び、高い空からならではのワイド

な視野をもって、さまざまな事象を俯瞰できるという才能をもっています。そして、加えて特筆したい

のは、このバードマンは天地左右、どの方向にもバランスをとって自立することが可能であるという点

です。 

つまり、「何ものにも束縛されない自由な取り組みと広い視野」、そして「自在なバランス感覚と自立

の精神のシンボル」をコンセプトに誕生したのが、この「バードマン」なのです。 

優れた放送文化を創造するクリエイターへの栄誉の記念として、そして放送批評懇談会の活動におけ

るシンボリックな存在として、今後広く、多くの人たちに親しまれていくことを期待します。 

 

＜トロフィーの種類＞ 

賞の内容に応じて、サイズ、カラーの違いがあり、5タイプで展開。 

*大賞  [大/アルミ製・天地約 25cm]ゴールド 

*優秀賞 [中/アルミ製・天地約 21cm]シルバー 

*選奨  [小/アルミ製・天地約 16cm]ブラック 

*特別賞・個人賞・DJ賞・マイベスト TV賞 [大]レッド 

*50周年記念賞 [大]ブラック 

 

＜デザイナープロフィール＞ 

松永 真（まつなが・しん）／グラフィックデザイナー 

1940 年、東京生まれ。東京芸術大学卒業後、資生堂宣伝部を経て、1971 年、松永真デザイン事務所設立。ポスター、Ｃ

Ｉ計画などのグラフィックデザインを主軸に、ドローイングや彫刻、モニュメントなど、広範囲なクリエイティブ活動を

展開。国内はもとより、海外での大規模な個展も多く、ニューヨーク近代美術館、クーパー･ヒューイット美術館をはじ

め、世界各国 85 ヵ所の美術館などに多くの作品が永久保存されている。ワルシャワ国際ポスタービエンナーレ金賞・名

誉賞、毎日デザイン賞、芸術選奨、紫綬褒章、亀倉雄策賞など、受賞多数。 
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ギャラクシー賞データベースの開設 

 
ギャラクシー賞データベース、 

2013 年 6 月 3 日オープン！ 

 

ギャラクシー賞は長きにわたり、日本の優秀なテレビ、ラジオ番組を顕彰してまいりました。放送批

評懇談会の 50周年、ギャラクシー賞の 50回目を記念して、ギャラクシー賞を受賞した優れたコンテン

ツを、より一層世の中に拡め、視聴者の利益に供するため、「ギャラクシー賞データベース」を開設いた

します。 

 

放送月日、放送局、制作会社、制作者、出演者など、様々なキーワードでの番組検索が可能となりま

す。番組名や受賞理由、作品内容に含まれた言葉も検索対象としましたので、たとえばギャラクシー賞

が「戦争」を扱った番組についてどのような評価を行ってきたのか、なども知ることができます。 

番組研究者はもとより、過去の番組に学ぼうとする作り手、番組に関心の高い視聴者に有益な情報を

もたらすものと考えます。 

 

これまでテレビやラジオの番組は、いったん放送されてしまえば、もう見ること聞くことの難しいも

のでした。しかし現在、さまざまなアーカイブが誕生し、昔の番組を見ることが夢ではない時代が訪れ

ています。 

ギャラクシー賞データベースは将来的には、各局の運営するアーカイブやビデオ・オン・デマンド事

業と連携し、優秀番組と実際に触れ合える場にもしたいと考えます。 

 

同時に、過去の番組が見られる環境が整うとともに、よい番組は見たいが、よい番組をどうやって見

つければよいのかわからないという声を聞くようになりました。「ギャラクシー賞データベースはテレビ

やラジオの秀作に出合える」――今後、視聴者に、そのように評価していただく場にしていきたいと思

います。 

テレビ・ラジオの優秀番組ポータルサイト、名番組へのナビゲーターとなることを目指します。 

 

 

*2013 年 6 月 3 日(月) 正午 12：00 オープン 
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50 周年記念イベント 

「ギャラクシー賞が見つめた 

テレビ、ラジオ、ＣＭ」 

 
■開催日 

2013年 6月 22日（土）、23日（日）、29日（土）、30日（日） 

 

■会場  

千代田放送会館 

東京都千代田区紀尾井町 Tel.03-3238-7401 

 

■開催規模、参加対象 

 各プログラムとも 200名予定。視聴者、放送関係者。参加無料 

 

■内容 

 「テレビ」「ラジオ」「ＣＭ」「報道活動」のギャラクシー賞４部門で、それぞれに作品を見て制作者と

語り合う。テレビは 4枠、ラジオ、報道活動は各 2枠、ＣＭは 3枠を予定。 

 

■開催趣旨 

 豊かで優れた番組の創造および放送文化の振興を目的として、1963年、有志によって設立された放送

批評懇談会は、今年 50周年を迎えます。会の設立と同時に誕生したギャラクシー賞もまた、第 50回を

数えることとなりました。 

 これを記念して放送批評懇談会では、ギャラクシー賞を飾った過去の受賞番組を視聴し、その制作者

と懇談するイベントを企画いたしました。 

 テレビ、ラジオが生み出した成果を享受し、番組の素晴らしさを再発見して、さらなる番組作りのエ

ネルギーにつながる場となることを目指します。 
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ＮＰＯ/特定非営利活動法人 放送批評懇談会  

ASSOCIATION OF BROADCAST CRITICS 

 

■創立  ＮＰＯ放送批評懇談会＝2005年 5月 2日（任意団体放送批評懇談会＝1963年 4月） 

■会勢  正会員 194名  維持会員 137社 

■役員 

理事長＝音 好宏 専務理事＝橋本 隆（総務担当）  

常務理事＝上滝徹也、小田桐 誠、藤田真文（50周年委員長）  

名誉会長＝清水英夫  監事＝隈部紀生、鈴木典之 

理事＝飯田みか（出版編集委員長）、藤久ミネ（選奨事業委員長）、碓井広義（企画事業委員長）、丹羽美

之（選奨事業委員会テレビ部門委員長）、桜井聖子（選奨事業委員会ラジオ部門委員長）、五井千鶴子

（選奨事業委員会ＣＭ部門委員長）、鈴木嘉一（選奨事業委員会報道活動部門委員長）、滝野俊一（マ

イベストＴＶ賞プロジェクトリーダー）、石井 彰、市村 元、入江たのし、川喜田尚、小林 毅、坂本 

衛、嶋田親一、田中早苗、中町綾子、稗田政憲、中島好登（事務局長） 

 

■目的および事業 

広く一般市民を対象として、視聴者と放送局・放送制作者が手を携え、放送に関する公平・中立な批評

活動等を行い、豊かで優れた番組の創造および放送文化の振興を図り、市民が正確で信頼できる情報を

享受し、市民の生活文化の発展に寄与することを目的とする。  

（１）放送に関する書籍や雑誌の出版・編集事業 （２）優れた放送に関する企画や作品の選奨・表彰事業 （３）放送

に関するセミナーやイベントの企画・開催事業 （４）放送に関する調査・研究事業 （５）放送に関する団体や機関へ

の提言事業 （６）視聴者、放送関係者との交流事業 （７）放送に関する目的を同じくする国内外の団体等との連携事

業 （８）その他、目的を達成するために必要な事業 

 

■主な活動 

放送の専門誌［ＧＡＬＡＣ/ぎゃらく］の編集・発行 

放送批評の育成・振興を目的に、放送や番組の問題を様々な角度から取りあげ、研究するテレビ・ラジ

オの専門誌。番組批評のパイオニア。1967年創刊の「放送批評」誌をリニューアルして、97年 5月創刊。 

日本を代表する番組賞［ギャラクシー賞］の選定・表彰 

本会創立と同時に 1963年に設立された番組賞。審査には本会正会員自身があたり、月間で定例会を持つ

など日常性を重んじた丹念な選考作業が特徴。毎年４月から翌３月が対象。テレビ、ラジオ、ＣＭ、報

道活動の四部門制。それぞれ大賞、優秀賞、選奨、特別賞などを選出。個人賞、ＤＪパーソナリティ賞

は個人に贈られる。 

視聴者参加型［ギャラクシー賞マイベストＴＶ賞］の運営・表彰 

本会がＮＰＯになったのを記念して誕生した、視聴者が視聴者の手でベスト番組を選ぶテレビ番組賞。

毎月投票でノミネート番組を選び、年間一本のグランプリを選出。 

［放懇シンポジウム／放懇セミナー］の企画・開催 

その時々の放送をめぐる関心事をテーマに、当事者、専門家、研究者とともに放送を考える場を提供し、

放送界に積極的な提案、提言を行なう。 


